
 

 

 

３二 文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章のよいところを見付ける 

 

 
 
■学習指導要領における領域・内容 
  〔第５学年及び第６学年〕 思考力、判断力、表現力等 B書くこと 

     カ 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え合い、自
分の文章のよいところを見付けること。 

 

■正答及び正答率等 

正答 正答率 誤答率 無答率 

（正答の条件） 
次の条件を満たして解答している。 
① 【文章２】のよさについて以下のことを書いている。 
  ａ 聞いたことや経験したことをもとにしていること 
  ｂ 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いている

こと 
  ｃ ａ、ｂ以外のこと 
② 【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。 
③ 60 字以上、100 字以内で書いている。 

３９．０％ ４６．７％ １４．３％ 

 

■主な誤答とその要因 

主な誤答 要因 

（誤答例） 
 条件②は満たしているが、条件①は満たし
ていないもの 
 

【文章２】から言葉や文を取り上げているが、 

【文章２】のよさについて書いていない。このことか

ら、【伝え合いの様子の一部】の内容を踏まえるな

どして、【文章２】のよいところを見付けることができ

ていない。 

 

小学校国語 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おにごっこ（光村図書「国語二下」） 
① 町の中で見付けたおもしろいと思ったものについて、気付いた
ことや、先生や家の人に聞いたこと等をメモに書く。 

② メモを基に文章の組立てを考える。文章を書いて、読み返す。 
③ 友達の文章を読んで、初めて知ったことや、分かりやすかった
ところを伝え合う。 

 B 書くこと オ 
 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章の内容や表現の
よいところを見付けること。 

内容の系統と指導のポイント 

小学校第３・４学年 

小学校第１・２学年 

① ペアやグループで伝え合う際には、目的や意図に応じた文章の構成や展開になっているかを判断

できるように、学習過程の各段階のメモ等についても共有する等して、書き手の目的や意図を共通

理解させておく。 

② ペアやグループで伝え合っている様子を教師が確認し、状況に応じて働き掛ける際には、次の点

を大切に指導する。 

・ 文章全体の構成や展開についての伝え合いに至っていない場合は、教師が伝え合いに参加し、

文章の構成や展開のよいところを児童から引き出して価値付けたり、書き手に、文章の構成や展

開について工夫した点や改善した点等を、具体的に言葉で表出させたりする。 

③ 伝え合う経験を積み重ね、自分の文章のよいところを見付け、それを言葉で表すことを繰り返し

指導する。 

本設問の活用の手順 

文章に対する感想や意見を伝え合い、自分の文章の内容や

表現のよいところを見付ける能力を身に付けさせる 

小学校第５・６学年 

 ① 日常生活の中で、自分が関心のあることから題材を決めて、自

分の考えを書き出す。他の立場から考えを見直したり、必要に応

じて情報を集め直したりする。 

 ② 自分の考えが明確になるように、文章の構成を決め、構成に沿

って自分の考えを意見文にまとめる。書いた文章を読み返す。 

 ③ 意見文を読み合い、説得力のある書き方だと思ったところを中

心に伝え合い、友達の文章のよいところを自分の表現に生かす。 

 
B 書くこと カ 
 文章全体の構成や展開が明確になっているかなど，文章に対する
感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けること。 

 ① テーマを決めて、知りたいことについて調べる。調べたことの

中から、伝えたいことを付せん等を使って整理する。 

 ② 読む人に自分の考えが伝わるように、文章の組立てを考えて文

章を書く。書いた文章を読み返す。 

 ③ 書いた文章を読み合い、納得したことや、分かりやすいと思っ

た書き方について伝え合い、自分の文章のよいところや改善点に

気付く。 

B 書くこと オ 
 書こうとしていることが明確になっているかなど，文章に対する
感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けること。 


